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日本の領海・排他的経済水域は国土の面積の 12倍程度も大きく、レアアースに代表される海底鉱

物資源やメタンハイドレートの採掘、CO2 を海底地層に圧入して大規模削減を目指す CCS (Carbon 

dioxide Capture and Storage)、石油などのエネルギー資源を輸送する海底パイプラインなどの有効な海

底利用が期待されている。海底開発では資源探査手法の開発だけでなく、海底インフラのメンテナ

ンスや事故の早期発見、海底開発に伴う海洋生態系・環境への影響評価が重要とされている。現状

の採取・採水測定では評価の頻度や評価可能なエリアに限度があり、広範囲にわたる領域を短時間

でモニタリングできる手法の開発が望まれる。筆者のグループでは、広範囲な海を効率よくモニタ

リングすることを目指して、海水中に含まれるガスや、油の濃度などを、遠隔からラマン散乱で測

定するラマンライダー技術を開発中である 1-6)。 

ライダー（LIDAR）は Light Detection And Rangingの略語で、天気予報でも良く使われる身近なレ

ーダーの光源をレーザーに置き換えたものだと思ってもらえればわかりやすい。ライダー手法は、

レーダーのように対象物質からの散乱信号を測定することで、対象物質を高空間分解能で可視化す

ることが可能になるため、自動車の衝突防止システムなどに採用され注目を集めている。また、高

輝度なレーザーでは、対象物質とのラマン散乱や、吸収、蛍光といった相互作用を観測することも

可能であり、目では見えない物質を可視化することが可能であり、広く環境計測に利用されている。 

ライダー手法は大気中での利用が主であり、水中への応用はあまり実施されていない。これは、

水が光の良い吸収体であり、レーザーが水中で伝搬しにくいからではないかと思われる。しかし、

水中の植物が光合成して生育していることからわかるように、全ての光が水中を通らないというわ

けではなく、紫外から緑色の波長領域の光は比較的効率良く水中を伝搬する。この紫外から緑色の

波長領域には、Nd:YAGレーザーの第 2、第 3高調波である波長 532、355nmなどがあり、ライダー

観測で必要とされる高パルスエネルギーのレーザーパルスが比較的容易に利用できる。 

 本発表では、ライダー技術の一般的な紹介から、これらの技術をどう水中モニタリングに利用す

るかという基礎的な内容から紹介したい。レーザー光を船上から海へ照射可能な海上ラマンライダ

ーシステムを開発し、沼津や竹富島近海で実施した海上観測の結果や、実験室に設置している 6 m

の長水槽を利用したライダー実験についても紹介し、開発途中ではあるが水中ライダーの普及の一

助になれば幸いである。 
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